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編集後記

大学教育センターも設立から10年が経過し、この度おかげをもってセンタ一報も第10号を刊行すること

ができた。本報は、 10周年記念号にあたるため、学長を含め歴代センター長のお言葉をいただき、この場

を借りてお礼申し上げたい。

また本報は、いよいよ始まったプロフエツサー・オブ・ザ・イヤーの特集号でもある。まだ始まったば

かりで共通認識が充分ではないものの、本編の受賞者の言葉からもわかるように、おおむね順調なスター

トであると考えている。

本編で示したが、受賞者の学生からの評価は平均に比べてもかなり高い。また、各受賞者の論文からも

わかるように、講義に関してさまざまな工夫がなされており、学生からの評価が高いのも納得できる。実

際、受賞者のうちおこ人の方に公開研究授業を行ってもらったが、さすがと思わせる内容であった。

ただ、このような取組を行う際、注意しなければならないのは、単なるイベントや打ち上げ花火で終わっ

てしまうことである。つまり、表彰自体が目的化してしまい、教育改善には結びつかないこともある。そ

うした他大学での反省を踏まえ、本取組はあくまでも教育改善のための表彰制度という位置づけをしてい

る。

本取組の真の目的は、全学の教育の質の底上げである。実際、受賞者には公開研究授業の担当や本編の

ようなセンタ一報でのノウハウの披露など、全学の教員に対する情報発信者の役割を担ってもらっている。

それが他の教員に刺激を与え、全学的な教育改善に結びっくものと期待している。

今後続くであろうプロフェッサー・オブ・ザ・イヤーの取組において、今後も多くの受賞者が誕生する

であろうが、ぜひ全学の教育のために引き続き協力いただきたい。また歴代センター長の皆様にも、引き

続き大学教育センターへの協力をお願いしたい。
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